
京
都
。平
安
京
跡
左
京
八
条
三
坊
十
四
町

盈
籍
喝
膠

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
下
京
区
東
塩
小
路
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）

一
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
上
村
和
直

・
太
田
吉
男

・
出
口
　
勲

・
上
田
栄
治

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
遺
跡

・
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
期
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
安
京
左
京
人
条
三
坊
十
四
町
に
あ
た
り
、
中
世
京
都
の
町
の

一

つ
で
あ
る
人
条
院
町
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
。
今
回
の
調
査
区
は
そ
の
北
東
部
に

位
置
す
る
（東
西
約
三
五
ｍ
×
南

北
約
四
五
ｍ
）
。

院
町
内
及
び
周
辺
で
は
、
こ

れ
ま
で
三
〇
回
近
く
発
掘
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

平
安
時
代
後
期
の
道
路

。
湿
地

及
び
鎌
倉
時
代
ｔ
室
町
時
代
の

建
物

・
道
路

。
土
坑

・
溝

・
井

戸

・
鋳
造
関
係
施
設
な
ど
の
遺

構
を
多
数
検
出
し
、
町
内
の
様
相
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

当
地
域
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
開
発
が
始
ま
り
、
邸
宅
や
御
所
な
ど
が
造

営
さ
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代
末
期
に
は
入
条
院
障
子
内
親
王
に
伝
領
さ
れ
八

条
院
領
と
な
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
荒
廃
す
る
が
、
正
和
二
年

（
三
二
〓
こ
、
後

宇
多
法
皇
に
よ
り
東
寺
に
寄
進
さ
れ
、
人
条
院
町
と
な
る
。
院
町
は
下
京
の
最

南
に
位
置
し
、
平
安
京
の
条
坊
で
は
ほ
ぼ
左
京
八
条
二
坊

。
人
条
三
坊

・
八
条

四
坊
に
あ
た
る
。
院
町
内
に
は
、
東
寺
関
係
者
や
農
民

・
僧
侶
を
は
じ
め
と
し

て
、
手
工
業
者
な
ど
が
居
住
し
、
種
々
の
店
舗
が
あ
り
、
商
工
業
を
中
心
と
し

た
町
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
後
半
―
室
町
時
代
前
半

全

四
世
紀
前
半
―
一
五
世
紀
前
半
）
に
隆
盛
し
、
室
町
時
代
後
半
に
は
衰
退
す

ＺＯ
。調

査
の
結
果
、
調
査
区
苛
西
部
で
逆
Ｌ
字
形
の
溝
Ｓ
Ｄ
四
七
二
を
検
出
し
た
。

こ
の
溝
の
北
側
と
東
側
で
は
柱
穴

・
井
戸

・
土
坑
な
ど
の
遺
構
を
数
多
く
検
出

し
た
が
、
溝
の
南
西
部
は
遺
構
が
少
な
い
。
調
査
区
北
部
は
南
北
柵
に
よ
っ
て

区
画
さ
れ
、
東
部
は
東
西
柵
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
る
。
東
西
柵
の
間
隔
は

一
一

―

一
六

・
五
ｍ
で
あ
る
。
各
区
画
の
中
で
は
、
柱
穴

・
溝

・
井
戸

・
土
坑
な
ど

を
多
数
検
出
し
た
ほ
か
、
漆
器
埋
納
土
坑

・
埋
め
甕

・
水
溜
状
遺
構

・
竪
穴
状

遺
構

。
便
所
状
遺
構
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

柱
穴
は
多
数
検
出
し
た
が
、
掘
立
柱
建
物
と
し
て
ま
と
ま
る
も
の
は
少
な
い
。

復
原
で
き
た
建
物
は
、　
一
間
×

一
間
や

一
間
×
二
間
な
ど
規
模
が
小
さ
い
も
の

が
多
い
。
井
戸
は
大
路

・
小
路
か
ら

一
二
―

一
四
ｍ
程
度
入
っ
た
場
所
で
検
出

(京都東南部)
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し
、
方
形
縦
板
横
桟
組

・
多
角
形
維
板
組

・
桶
組

・
由
物
組

。
石
組
な
ど
多
様

な
も
の
が
み
ら
れ
る
。
土
坑
は
調
査
区
全
域
で
検
出
し
、　
一
辺
○

。
エ
ー
三
ｍ

程
度
の
も
の
が
多
い
。
土
坑
に
は
土
器
な
ど
を
投
棄
し
た
も
の
の
他
に
、
漆
器

と
土
師
器
皿

・
箸
や
、
土
師
器
と
箸
を
大
量
に
納
め
た
埋
納
土
坑
も
数
力
所
あ

る
。
遺
構
の
時
期
は
、　
一
四
世
紀
後
半
―

一
五
世
紀
前
半
が
中
心
で
あ
る
。

出
土
遺
物
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
し
て
約
人
○
○
箱
あ
り
、
土
器
類

・
瓦

類

・
木
製
品

。
石
製
品

・
銭
貨

・
骨

・
種
子
な
ど
が
あ
る
。
土
器
類
に
は
土
師

器

。
瓦
器

・
陶
器

。
白
磁

。
青
磁
な
ど
が
あ
る
が
、
大
半
は
土
師
器
で
磁
器
類

は
少
な
い
。
木
製
品
に
は
漆
器

・
箸

。
折
敷

。
曲
物

・
下
駄

・
柿
経
な
ど
が
あ

夕０
。検

出
遺
構
か
ら
考
え
、
町
域
内
は
東
洞
院
大
路
に
対
し
て
は
東
西
方
向
に
、

人
条
坊
門
小
路
に
対
し
て
は
南
北
方
向
に
、
柵
や
溝
で
区
画
し
て
宅
地
が
造
ら

れ
て
い
た
。
各
宅
地
は
、
道
路
に
面
し
た
間
口
幅
が
七
―

一
一
ｍ
と
狭
く
、
奥

へ
二
〇
―
二
三
ｍ
ぐ
ら
い
の
短
冊
形
を
呈
す
る
。
宅
地
内
に
は
通
り
に
面
し
て

主
屋
や
店
舗
が
想
定
で
き
、
奥
に
は
小
屋

・
井
戸

。
ゴ
ミ
捨
て
穴

・
便
所
な
ど

が
あ
る
。
町
域
中
心
部
は
遺
構
が
少
な
く
、
空
閑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
推

定
で
き
る
。
宅
地
割
り
の
柵
や
溝
は
、
四
行
八
門
制
と
ほ
ぼ
合
い
、
「
人
条
院

町
年
貢
帳
」
３
東
寺
百
合
文
書
も

な
ど
の
文
献
史
料
と
考
え
合
わ
せ
、
中
世
の

町
屋
の
構
造
を
復
元
す
る
上
で
貴
重
な
発
見
と
言
え
る
。

調
査
で
出
土
し
た
柿
経
は
三
〇
点
以
上
あ
り
、
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｄ
四
七
二
か
ら

出
土
し
た
。
溝
の
規
模
は
幅
約
三
ｍ
、
深
さ
約
○

・
五
ｍ
で
あ
る
。
埋
土
は
暗

灰
色
砂
泥
で
、
部
分
的
に
灰
色
砂

・
腐
植
土
層
が
堆
積
す
る
。
出
土
遺
物
に
は

土
師
器

。
須
恵
器

。
陶
器

・
磁
器

・
漆
器

・
箸

・
折
敦

。
曲
物

・
下
駄
な
ど
が

あ
り
、
土
器

。
陶
器
類
が
多
く
、
木
製
品
は
少
な
い
。
出
土
遺
物
は
北
岸

。
東

岸
側
に
比
較
的
多
く
、
宅
地
側
か
ら
投
棄
し
た
状
況
が
推
定
で
き
る
。
埋
没
し

た
時
期
は
、
出
土
し
た
土
師
器
な
ど
か
ら

一
五
世
紀
前
半
と
推
定
で
き
る
。
溝

は
推
定
東
洞
院
大
路
か
ら
約
二
四
ｍ
、
推
定
人
条
坊
門
小
路
か
ら
二
六
ｍ
に
位

置
し
、
宅
地
内
の
裏
側
の
区
画
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・
×
四
句
閾
看

×

・
×
子
如
此
益
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
巽
Ｐ
冨

〔十征
〕

②

　

「是
時
宅
主
□
門
外
立
聞
有
人
言
×
　
　
　
（懸
Ｘ
Ｐ受
μ
墓

〔具
ヵ
〕

①
　
　
×
□
相
荘
厳
身
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

Ｘ
こ

益

ｏ常

〔経
ヵ
〕

い
　
。
×
而
お
此
□
中
法
華
最
×

。
×
摩
訂
薩
我
所
説
経
典
×
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ
Ｘ
ё
溢

ｏＰ

〔智
者
如
ヵ

善
修
其
心
力
〕

①

　

「
亦
無
慣
出
安
住
忍
故
□
□
□
是
□
□
□
□

（季
ｙ
囀泉
解
墓

「能
住
安
楽
如
我
上
説
其
人
功
徳
千
万
億
劫

（要
Ｗ
］叉
牌
憂

「算
数
警
喩
説
不
能
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（懸
Ｗ
囀泉
岸
墓

　

３３
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「又
文
殊
師
利
菩
薩
摩
詞
薩
於
後
末
世
法
欲
滅
（
曽

９

×
］
ｏ
×
〕

「時
受
持
読
誦
斯
経
典
者
無
懐
嫉
妬
諮
説
之
〔邸
ヵ
〕

含
⇔
釦
）
×
］
⇔
×
牌

「亦
勿
軽
罵
学
仏
道
者
求
其
長
短
若
比
丘
比
丘
（
示

９

×
的
ｏ
×
Ｐ

「尼
優
婆
塞
優
婆
夷
求
声
聞
者
求
辟
支
仏
者
求
（
牌
∞
卜
）
×
］
〇
×
Ｐ

「菩
薩
道
者
無
得
悩
之
令
其
疑
悔
語
其
人
言
汝
（
Ｐ
∞
卜
）
×
］
〇
×

解

「等
去
道
甚
遠
終
不
能
得

一
切
種
智
所
以
者
何
含
∞
⇔
）
×
］
ｏ
×
μ

「汝
是
放
逸
之
人
於
道
牌
怠
故
又
亦
不
應
戯
論
（
Ｐ
∞
い
）
×
］
〇
×
岸

「諸
法
有
所
講
競
当
於

一
切
衆
生
〔醜
々
が
想
於
（
Ｐ
『
伽
）
×
］
〇
×
ト

「法
者
亦
不
為
多
説
文
殊
師
利
是
菩
薩
摩
訂
薩
（∞
〇
〇
）
×
ω
Ｏ
×
μ
　
ｏ
ｏ
臣

「於
後
末
世
法
欲
滅
時
有
成
就
是
第
〔旺
酸
酢
酢
己（３

じ
×
］ｏ
×
μ
　
ｏ
露

側

　

「者
説
是
法
時
無
能
悩
乱
得
好
同
学
共
読
〔臨
能
（萬
ｅ
×
］
ｏ
×
解
　
ｏ
露

②

　

「経
亦
得
大
衆
而
来
聴
受
聴
己
能
持
持
己
ほ
臨
己

含
ｓ
ｅ

×
］
ｏ
×
牌
　
Φ
ら
牌

い

　

「
誦
己
能
説
説
己
能
書
若
使
人
書
供
養
〔醜
巻
欧
己（中⇔⇔

）
×
］〇
×
μ
　
ｏ
⇔
Ｐ

⑭　
醜
酢
躍
審
時
縫
嬰
詭
譜
醜
ヵ〕

含
∞
じ

×
］
ｏ
×
四
　
ｏ
６
μ

い

　

「遍
満
三
千
界
随
童
即
能
至
大
小
輪
王
及
ｉ
卜
酪
己

Ｏ
ｏ
υ

×
］
ｏ
×
牌
　
ｏ
⇔
Ｐ

の
　
　
×
頂
所
有
及
〔隊

ρ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

益
叉
騨
墓

卸

　

×
解

馳

梓
支
仏
圭
口嘩

恥

邸
剛

郎

白
於
身

　

（こ

≦

泌

冨

の

　

「
歳
過
是
己
後
其
身
乃
×
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

巡
叉
μ
冨

木
簡
は
、
い
ず
れ
も
柿
経
で
あ
る
。
形
態
は
、
頂
部
を
圭
頭
状
に
成
形
し
た

短
冊
形
で
あ
る
。
幅
は

一
・
五
―
二
釦
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
長
さ
は
二
〇
帥

〇
〇
〕

〇
〇
牌

〇
⇔
〕

〇
〇
Ｐ

Ｏ
ω
〕

〇
⇔
牌

「諸
如
来
起
慈
父
想
於
〔鴎
酢
醜
醜
紀
師
想
於
十
含

⇔
ｅ

×

ω
ｏ
×

Ｐ
　

ｏ
⇔
μ

「方
諸
大
菩
薩
常〔鴎
酔
邸
路
剛
剛
酔
肥
一切
衆（μ
∞
］
）
×
］
〇
×
牌
　
ｏ
⇔
牌

「生
酔
笠
諄
法
以
順
法
故〔跡
彫
稗
砂
助
離
酔
酸
己

（
岸
『
呻
）
×
∞
Φ
×
牌
　
ｏ
⇔
騨

201     1191
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以
上
で
あ
る
が
、
全
て
基
部
が
欠
失
し
て
お
り
、
綴
じ
た
際
に
破
損
し
た
も
の

と
考
え
る
。
経
木
は
い
ず
れ
も
柾
目
の
薄
板
材
を
用
い
る
。
材
質
は
不
明
で
あ

Ｚや
。経

文
の
内
容
は
す
べ
て

『妙
法
蓮
華
経
』
で
あ
る
。　
一
面
の
経
文
の
字
数
は
、

長
行
文

（散
文
）
の
場
合
は

一
行

一
七
文
字
、
掲
頌
文

（詩
）
の
場
合
は
様
々

で
、
書
写
の
様
式
に
則
っ
て
い
る
。
書
写
は
、
両
面
写
経
の
も
の
と
片
面
写
経

の
も
の
の
両
者
が
み
ら
れ
る
。

①
は
、
第
二
巻
讐
喩
品
第
三
で
、
表
が
二
五
〇
行
日
、
裏
が
二
七

一
行
目
で

あ
る

（行
は
井
上
松
翠
編

『校
本
法
華
経
』
平
楽
寺
書
店
　
一
九
五
〇
年
に
よ
る
）。

両
面
に
書
写
を
行
な
い
、
表
裏
の
経
文
の
行
数
の
差
は
二

一
行
で
あ
る
。
元
興

寺
極
楽
坊
所
蔵
の
柿
経
の
資
料
に
は
、
二
〇
本

一
組
の
経
木
の
基
部
を
こ
よ
り

で
結
わ
え
、
一扇
の
よ
う
に
広
げ
る
と
、
表

・
裏
と
経
文
が
連
続
す
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
今
回
出
土
し
た
経
木
は
、
こ
れ
と
同
型
式
の
も
の
と

推
定
で
き
る
。

②
は
、
第
二
巻
讐
喩
品
第
三
の
二
六
三
行
日
で
あ
る
。
い
と
同
じ
品
題
で
あ

る
が
、
こ
ち
ら
は
片
面
に
の
み
書
写
を
行
な
う
。

①
は
、
第
四
巻
五
百
弟
子
受
記
品
第
人
の
六
七
行
日
で
あ
る
。
片
面
に
書
写

を
行
な
う
。

い
は
、
第
四
巻
法
師
品
第

一
〇
で
、
表
が
五
七
行
日

・
裏
が
五
人
行
日
で
あ

る
。
両
面
に
書
写
を
行
な
う
が
、
ω
と
異
な
り
、
表
裏
の
経
文
は
連
続
す
る
。

こ
れ
は
、
折
り
返
し
と
な
る
順
番
の
経
簡
と
推
定
で
き
る
。

働
ｌ
⑭
は
、
第
五
巻
安
楽
行
品
第

一
四
の
人
入
行
日
―

一
〇
七
行
日
で
、
連

続
す
る
経
文
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
片
面
に
書
写
を
行
な
う
。

い
１
働
は
、
第
六
巻
法
師
功
徳
品
第

一
九
の
一
二
六
行
日

・
一
三
七
行
目

ｏ

下
三
人
行
日
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
片
面
に
書
写
を
行
な
う
。
釣
の
経
文
中
の

「童
」
は

「意
」
の
誤
字
で
あ
ろ
う
。

い
は
、
第
七
巻
薬
工
菩
薩
本
事
品
第
二
三
の
担
二
行
日
で
あ
る
。
片
面
に
書

写
を
行
な
う
。

（太
田
吉
男
・
上
村
和
直
）




